
旅館における外国⼈観光客受⼊促進セミナー

 平成 29 年、訪⽇外国⼈客数は 2,800 万⼈を超え過去最⾼を記録するなど、インバウンド観光は好
調に推移しております。こうした中、市内旅館の平均客室稼働率は、全国平均の 2 倍となる約 70％に
達しているところですが、市内ホテルと⽐較すると稼働率向上に向けて更なる活性化の余地があるの
も実情です。とりわけ旅館には、成⻑する宿泊需要に応えるのみならず、和室での宿泊体験を通じ、
⽇本⽂化を感じていただく観点からも、その役割には⼤きなものがございます。
 京都市では、旅館の魅⼒発信と利⽤促進につながる取組を推進しており、このたび、旅館・ホテル
業をはじめとする観光関連事業者の皆様を対象に、外国⼈観光客受⼊強化を⽬的としたセミナーを
下記のとおり開催します。皆様の奮ってのご参加をお待ちしております。

⽇  時 3⽉1⽇（⽊）14:00〜16:30（開場 13:45）

会  場 メルパルク京都  6階 会議室 C（京都駅烏丸⼝ 東へ約2分）

参加対象者    旅館・ホテル業をはじめとする市内観光関連事業者等
参 加 費    無料
定   員    50 名程度（事前申込制・先着順）
参加申込み    ２⽉１９⽇（⽉）までに、裏⾯の申込書を、FAX またはメールにてお送りください。

公益社団法⼈ 京都市観光協会  担当︓桑⽥  TEL︓075-213-0070（平⽇9:00 〜 17:00）
FAX︓075-213-1011  E-mail: kuwada@kyokanko.or.jp

20 年の旅⾏業経験や 10 年にわたる旅館事業再⽣の現場を通して⾒てきた旅館は 1,000 軒以上。
独⾃の知⾒とノウハウを持つ「旅館業を知り尽くした観光専⾨家」。旅館業と地域との連携を通じて、
新時代に対応した「地域の仕組みづくり」の実践を⽀援しています。
⾼崎経済⼤学地域政策学部観光政策学科准教授。

旅館業を取り巻く環境と課題 
                        〜期待されるイノベーション
講師︓井⾨ 隆夫 ⽒
株式会社 井⾨観光研究所 取締役

*OTA (Online Travel Agent)＝インターネット専⾨旅⾏会社

京都の宿泊型観光を推進するため、京都市は世界最⼤のオンライン総合旅⾏サイトのエクスペディアグループと
昨年 9 ⽉に全国初となる地域活性化包括連携協定を締結いたしました。

⼤⼿ EC サイトを経て、2016 年 1 ⽉、エクスペディアホールディングス株式会社⼊社。
エスクペディアのビッグデータをベースにホテル・旅館等の宿泊施設に対して、受け⼊れ体制の課題と解決策を
提案・実践し、インバウンドの送客強化へ貢献。また、地⽅創⽣推進室を⽴ち上げ、観光庁や⾃治体と連携した
インバウンドセミナー等を開催し、宿泊施設だけでなく商⼯会、観光協会、飲⾷業、交通業など幅広い業界に向
けて情報を発信していくことで、より地域に根差した観光に繋げられるように推進中。 

講師︓⾕⼝ 紀泰 ⽒
エクスペディアホールディングス株式会社 地⽅創⽣推進室 室⻑ 兼 関⻄・北陸地区 本部⻑

OTA* を使った効果的な集客⽅法、京都との取組について

外国⼈観光客のニーズが多様化している中、宿泊施設と体験施設とのマッチングを視野に、体験施設が提供するコンテンツを紹介いただきます。

外国⼈に⼤⼈気の体験施設のご紹介

主  催︓京都市
共 催︓（公社）京都市観光協会、（公財）京都⽂化交流コンベンションビューロー

協 ⼒︓京都府旅館ホテル⽣活衛⽣同業組合

お申込み
お問合せ



旅館における外国⼈観光客受⼊促進セミナー

事業者名
団 体 名

参加申込書

京都市観光協会  担当︓桑⽥ ⾏
FAX  075-213-1011
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⽒  名

電話番号 FAX番号
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⽒  名
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役 職 名

E-mail
アドレス

⽇時︓3 ⽉ 1 ⽇（⽊）14:00 〜 16:30 ／ 場所︓メルパルク京都６階会議室 C
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申込み・問合せ   公益社団法⼈ 京都市観光協会 桑⽥（TEL 075-213-0070）
 FAX:075-213-1011  E-mail: kuwada@kyokanko.or.jp

申込締切︓2⽉19⽇（⽉）
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